

















でも書きとめられるべきことがあった。というのは、北海道演劇財団主宰劇団シアタープロジェクトさっぽろ（ＴＰＳ の初の海外公演、ハンガリー公演だ。現地の関係者によ と、日本の小劇場がハンガリー公演を行う も、おそらくは初めて のことであった。
　演目は、カリンティ・フリジェシュ（ハンガリー）の上演十
数分の戯曲「亀もしくは居酒屋の中の気ちがい」 （岩崎悦子訳）をＴＰＳ所属以前の斎藤歩（現ＴＰＳチーフディレクター）が一時間に脚色、 演出し一九九五年に初演した 「亀、 もしくは…。 」 。〇三年に六回目 再 が行われた名作だ。
　自分を救世主モーゼや 「亀」






のは、斎藤が書き加えたラスト数分のどんでん返しで、世界への確かな意志表明が胸を打つからだ。同様に精神病院が舞台の演劇・映画「カッコーの巣の上で」のように人間性解放を直接うたったも ではない。だが、マイナ 要素ばかりの末のプラスへの劇的転換は、混迷した社会にあって人生肯定 乾いた希望のメッセージとして響くだろう。このラストを加えた点で、ほとんど斎藤のオリジナル作品と言えるかもしれない。
　さらに芝居は社会の深層を見据えた批評性に満ちている。そ




母国で上演することを提案。その後、諸事情によりこのルートでの公演は立ち消えとなるが、北大大学院生 ハンガリー人マイエル・イングリッドさんが仲立ち なり 公演計画が再浮上。イングリッドさんの翻訳・字幕作成・上演当日 オペレーションという尽力により実現したのだ。
　ハンガリーではブダペスト（十月十一、 十二日 二ステージ） 、






















た上で当時の風俗や流行 巧みに取り入れ、学生や社会人の若者が集う、あるボランティアサークルの中の悲喜劇を描いて秀逸だった。 新聞の見出し的に言うなら、 「青春へのほろ苦い挽歌」といったところか。
　ボランティアにまつわる偽善的なものもうかがわせる一方、
時にこのサークル自体を、一人 狂信者が周りの無自覚な善意の者たちを〝洗脳〟し かのような、オウム真理教のようなある種狂信的な集 と例えてみせる周到な作劇。笑わせる場面は大いに笑わせた上で、この芝居 、あの十年前の出来事の数々といま現在をオーバーラップさせ、今日の社会・政治状況をも透徹して見据えたような批評的な目が光っていた。
　出演者名を記しておく。チ















叙情的な物語。日常の何気 場と時間から、生者 死者とのやりとり、生きること、また（死者の記憶に）生かされることへも思いを促され 笑い続けているうちに、生と死についても思いを至される、優れた作品世界が立ち現れる。
　ラスト、役者たちの吹奏楽の生演奏で姉が歌う「Ｇ線上のア





















北島が探る闇の正体は など、心理サスペンス めくるめき、謎の魅惑に誘う。普段は多い笑 の場面もほとんどな 、すがのが初 東京公演（二十五、 二十六日に東京国際芸術祭のリージョナルシアター・シリーズで東京芸術劇場で公演）の作品として力を込めた作品であ ことが行間からうかがい知れた。
　しかし病棟内の描写がどこか一本調子のふうも感じられて、
元来すがの作品 持つ軽やかな遊戯性をも 少し発揮してもよかったのでは、とも思っ 。
　「エア」は北海道舞台塾事業の先進的創造活動プロジェクト
として札幌市生涯学習センターちえりあで公演された（二月二十五日） 。 北海道に拠点を置く舞台関係者や映像作家、 音楽家、建築家らが協働して二〇〇四年度から三カ年かけて舞台をつくる、その二年目の〝プレ公演〟的なもの。劇作家とし のクレジットはなく、構成台本チームが奥山茂、木野哲也、清水友陽、高橋聡、脚本作成チームが木野、清水、高橋、端聡、畠中秀幸、演出が清水となっている。
　劇場を入ると、上から見て、舞台から客席に向けてローマ字
の「Ｕ」を天地逆さまにしたようにスクリ ン 張られている。そこに投影される映像 、舞台上の役者の演技 ダンスがクロスオーバーして劇的効果をもたらす訳だ
　前年九月のオーディションから始まった壮大なプログラムだ
が、残念ながら私の舞台の印象はそう良いも ではない まず神話的な物語自体が少々小難しい論理を柱に成り立っており、それを見る側が理屈で追おうとすると頭がこんが がってくる。
　これが、唐十郎（元・状況劇場、現・唐組）や野田秀樹（元・





まくいっていたのではないかというこ だ。以前見た北海道舞台塾の芝居では、元々のストレートプレイだけのものに後からダンス場面を付け加えたというのがありあり 見えて、互いに浮いていた感じだ たが、今回 そうは感じられなかった。
　ただ映像の選択はいかがなものかと感じた。このプロジェク
トに大掛かりな クリーンを使って映像を投映するという仕掛けの楽しみが先行しているよう 、舞台上 役者たちを生かしているようには思えな 、観客の目先を驚かせるだけのようものに思えた。最終年度三年目に期待し 楽しみに待つ。
　三月、札幌小劇場界の女王様（最近 番長か）こと橋口幸絵


























新設、土地の返却…ということを繰り返してき 、今度が四度目の生まれ変わりであった。大正十一年（一九二四年）建築の元郵便局だというから、お年寄りだが、なかなか頑丈そうな骨格の建物である。どもは「今度は（借家では く すべて自分のもの。じっくり、 い芝居が作り い」 抱負を語るの った。
　門出を祝う会には、遠く紋別市からの来訪もあり、二百人以







れた八月二十七日までの多彩なプログラムの第一弾、 「コンカリレビューショー 　劇中歌でつづるコンカリ今昔」であった。現在のＴＰＳチーフディレクター斎藤歩、それに斎藤ちずらが活躍した「札幌ロマンチカシアターほうぼう舎（ちょっと難しい字なのでひらがなで書く） 」時代の一九八八年の作品から、二〇〇六年の「とんでんがへし琴似浪漫」まで十六作品の歌や踊り、劇中の一場面をつづっていくという手法（構成・演出斎藤ちず、音楽橋本幸） 。こ が実に多彩な内容 、あっと言う間に過ぎた 時間であった
　私個人の好みで言えば、昔の作品のたぎるような熱情が今見


















ら最多で四人が出演するものまで、さまざまな種類 作品群がそろい、中には再 どころか五演、六演を重ねて る名作もある。

















（こう・柴田智之） 、妙子の友人美奈代（進藤智生） 、了（さとる・小林テルヲ）の夫婦、それに妙子の妹瑠璃子（三宅亜矢） 。飲みながら他愛もない会話を交わすうちに、彼らの過去や現在（了と瑠璃子が不倫している、など）が浮かび上がってくる。
　今回の上演に当たりラストを少し加筆したとのことで、それ
は昔の米国テレビ番組「ミステリーゾーン」のような というか、短編小説の落ち、ショートショートの終幕のよ であった（実際、上演時間は一時間程度と短い） 。つまり、ラストに紘 、あつやが亡くしたという妙子からの贈り物の銀の指輪をかざしたことで、舞台には描かれないもう一つの物語を見るものに想像させたのだ。そこから先を膨らませて描く手はいくらで あるが、今回は今回で、中盤にやや中だるみ あるが、ラス にどんでん返しの る短編小説を読むよ な思いで面白く見られたのである。
　この作品のように、出自がよくてもなかなか上演される機会






























ザの作を、演研代表 片寄晴則が演出した。日常 何気 い所作にも目配りのきいた、静かで端正な芝居だ。
　見てから時間がたってしまっ 配役が心許ないので（どちら































と心を病んだ妻・日夜子（知北梨沙）の家だ。ある嵐 夜、道に迷ったといって杉野そより 安福展子 がやって来 。樹一郎と二人になったそよりは突然、 「八年前の恨みを晴らす」と言って樹一郎を刺し殺そうとする。右腕を切られただけで難を逃れた樹一郎は、そよりが誤解していると運転免許証を見せ告げる。そよりが遊ばれ捨てられたのは樹一郎の双子の弟で、彼は二年前に死んだというのだ。
　樹一郎はそよりにしばらくの同居を認め 上で、さらに意外
なことを告げる。心を病 でいる妻・日夜子は実 弟の妻で、彼女が樹一郎を弟の方だと思って る でその意に添って暮らしているというのだ。
　そうこうするうち、そよりの妹ひのり（石崎真弓）が姉の後










れ替わっているよう 思えた（劇場で上演台本を販売していたが、あれを読むと分かるのかな） 。樹一郎 右腕の包帯が場面 あったようにも思えるし そうしてみると、これは観客を巧妙にだますサスペンス・ミステリーだったように思えてくる。題名もいかにも意味深長だ。ともあれ、実に不思議な感慨をもたらす作品だった。
　電気ウサギは北海道酪農学園大学、浅井学園大学合同近代演



























































書かれ、少女たちが話すのは「ピー」とかいう擬態語。や て少女たちは客席 中に、ピンクハウ というブランドの服に身を包んだ少女を見つけ、舞台上に担ぎ上げる。そしてエルガーの「威風堂々」に合わせ、縫いぐるみ、パラソル、バッグを取り上げ、服を脱がせ、ついには同じ白のブラジャ とパンツ姿にしてしまう。虚飾をはぐ ということか。
　白のブラジャーとパンツ姿で「気になる女 子」に乗せての
ダンス。次に少女たちは白のブラジャーを脱ぎ、胸 カップ部分がパ のブラジャーに、それぞれがお気 入りの漫画 ページを入れ込んだ透明なビニールドレス（カトゥーンドレス）に着替える。そして会場中に散らばり、観客と漫画を読み合うのだ。いわば「言葉」 獲得、コミュニケーションの成立というわけ ここではその漫画 仮託 た形で の心の傷や
叫びも表現されていよう。
　最前列で見ていた私のところにも一人の少女が来て、 私も「俺




オル姿でのカーテンコール。大粒の汗をたたえて踊る生身の肉体は美しく、唐十郎の「特権的肉体」という言葉を思い出させた。そして女性たちの恍惚とし 表情が何より、 この衝撃的 、そして楽しいパフォーマンスの成功を明らかにしてい 。
　公演終了後のポストパフォーマンスは羊屋と札幌の演出家北
川徹との二人で行われ、羊屋は指輪 札幌初公演にこ 演目選んだこ について、コンカリ ニョの生誕祭にふさわしい明るい作品を選んだ旨、話 ていた。本当に三十分余、会場中が女の子たちの成長とともに盛り上がる祝祭空間 なっていたと言える。
　見る側の五感すべてを刺激する、衝撃的にして前向きな娯楽
性に富んだ素晴らしい舞台であった。
　え？ 　少女にもらったパンはどうしたかって。打ち上げ前の
腹ごしらえに、もちろんおいしくいただきました。
